
         

   

令
和
５
年
年
末
か
ら
令
和
６
年
年
初
に
か
け
て

春
日
講
役
員
世
話
人
の
皆
さ
ん
は
大
忙
し
で
し
た
。 

歳
旦
祭 

 

年
末

１２
月

２８
日
に
は
神
社
の
古
い
し
め
縄
を

新
し
い
し
め
縄
に
交
換
し
た
り
、
鳥
居
横
に
門
松

を
設
置
し
た
り
、
例
年
通
り
の
迎
春
準
備
に
取
り

掛
か
り
ま
し
た
。 

 

大
晦
日

３１
日
に
は
、
拝
殿
、
門
に
天
幕
を
張
り

巡
ら
せ
提
灯
を
吊
る
し
て
、
年
が
新
ら
た
ま
る
と

同
時
に
参
拝
さ
れ
る
氏
子
さ
ん
達
を
お
迎
え
す

る
準
備
も
整
え
ま
し
た
。

そ
の
後

、
神

社

に
奉

献

さ
れ
る
お
酒
、
お
餅
や
玉

串

料

の
受

付

を
続

け
、

夜

１１
時
半
を
過
ぎ
る
と

町

内

の
稱

念

寺

・
順

明

寺

・
蓮

妙

寺

で
除

夜

の

鐘

が
鳴

り
始

め
、
０
時

近
く
な
る
と
、
家
族
連
れ

の
参
拝
者
が
続
々
と
到
着
。
参
拝
者
に
は
、
お
神

酒
と
肴
が
振
る
舞
わ
れ
、
五
円
玉
の
福
袋
が
授

け
ら
れ
ま
し
た
。
同
時
に
お
み
く
じ
や
春
日
神
社

の
絵
馬
、
御
守
り
の
販
売
も
行
わ
れ
、
昨
年
の
２

倍
以
上
の
売
上
げ
が
あ
り
、
新
年
に
対
す
る
参
拝

者
の
期
待
の
大
き
さ
が
伺
わ
れ
ま
し
た
。
０
時
半

頃
か
ら
は
拝
殿
で
歳
旦
祭
が
厳
か
に
執
行
さ
れ

ま
し
た
。
正
月
３
日
は
朝
か
ら
神
社
に
飾
り
つ
け

た
迎
春
準
備
の
品
々
の
後
片
付
け
と
８
日
に
行

わ
れ
る
恵
比
寿
祭
の
準
備
を
行
い
ま
し
た
。 

恵
比
寿
祭 

 

通
称
え
べ
っ
さ

ん
と
い
う
呼
び
名

で
親
し
ま
れ
て
き

た
商

売

繁

盛

と

家

内

安

全

を
祈

願

す
る
今

井

町

恵
比
寿
神
社
の
祭
り
は
、
８
日

１０
時
か
ら
祭
礼

が
行
わ
れ
、
参
拝
者
に
は
ぜ
ん
ざ
い
が
振
る
舞
わ

れ
、
縁
起
物
の
福
笹
の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。  

 

今
井
町
は
住
時
に
は
百
軒
を
超
え
る
商
い
の

町
で
し
た
が
、
現
在
で
は
、
い
わ
ゆ
る
商
売
人
の

姿
は
殆
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
参
拝
す
る
人
も
わ
ず

か
で
賑
わ
い
と
は
縁
遠
い
静
か
な
恵
比
寿
祭
で

す
が
、
伝
統
あ
る
こ
の
行
事
を
し
っ
か
り
続
け
て
、

よ
り
一
層
参
拝
者
が
増
え
る
祭
り
と
し
て
守
り

育
て
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

大
と
ん
ど 

 

１ ４
日
（
日
）
、
毎
年

１４
日
は
大
と
ん
ど
の
日
で

す
。
今
年
は
日
曜
日
と
重
な
り
、
例
年
よ
り
大
勢

の
人
々
が
来
場
し
ま

し
た
。 

 

朝

１０
時
か
ら
と
ん

ど
の
櫓
を
組
ん
で
、

各
ご
家
庭
か
ら
持
ち

込
ま
れ
た
正
月
の
し

め
飾
り
、
門
松
、
古

い
お
札
（
フ
ダ
）
を
セ
ッ
ト
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

前
日
の
強
風
が
吹
く
悪
天
候
と
は
異
な
り
、
す

ば
ら
し
い
好
天
、
無
風
の
下
で
１２
時

５０
分
か
ら

神
事
の
あ
と
今
年
の
年
男
で
あ
る
吉
岡
孝
親
さ

ん
が
櫓
の
東
北
東
の
方
向
か
ら
着
火
し
、
大
と

ん
ど
の
炎
は
空
高
く
舞
い
上
が
り
ま
し
た
。 

 

１ ６
時
に
は
、
第
９
分
団
の
大
村
団
長
以
下
団

員
の
皆
さ
ん
が
見
守
る
中
で
完
全
消
火
を
確
認

し
て
無
事
大
と
ん
ど
を
終
了
し
、
年
末
年
始
の

一
連
の
行
事
が
滞
り
な
く
完
了
し
ま
し
た
。 

 

春
日
神
社
で
は
立
春
の
前
日
（
２
月
３
日
）
に
、

節
分
祭
で
一
年
の
厄
を
祓
っ
て
福
を
招
く
祭
礼

の
後
、
拝
殿
附
近
で
御
供
ま
き
を
行
い
ま
す
。 
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年
末
年
始 

新
年
行
事
次
々
と
！ 

  

春
日
神
社 
八
幡
神
社 

 

節
分
祭
２
月
３
日
（
土
）
開
催
予
定 

  



    

元
日
の
夕
方
、
お
屠
蘇
気
分
に
浸
っ
て
い
る
最

中
に
、
能
登
半
島
で
は
数
千
年
に
一
度
と
い
う

大
地
震
が
発
生
し
、
能
登
地
方
は
尽
大
な
被
害

を
蒙
り
、
地
震
後
三
週
間
を
経
て
も
な
お
被
害
の

全
容
が
不
明
で
、
余
震
が
続
く
中
、
多
く
の
方
々

が
避
難
し
て
お
ら
れ
ま
す
。 

稱
念
寺
の
今
井
慶
子
住
職
は
、
こ
の
よ
う
な

現
状
の
も
と
で
自
分
達
に
何
か
で
き
る
か
考
え
て

２

月

１１

日

（
日

）
１４

時

～

１６

時

に
「
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
」
を
稱
念
寺
本
堂
に
お
い
て
開

く
こ
と
を
企
画
し
ま
し
た
。 

イ
ベ
ン
ト
内
容
は
、
公
益
財
団
法
人
合
気
会 

合
気
道
萬
葉
塾
の
塾
生
に
よ
る
合
気
道
の
演
武
、

今
井
地
区
公
民
館
で
無
双
直
伝
英
信
居
合
兵
法

を
稽
古
し
て
い
る
皆
さ
ん
の
演
武
に
つ
づ
い
て
パ

ラ
グ
ア
イ
ハ
ー
プ
奏
者 

丸
田
恵
津
子
さ
ん
の

ハ
ー
プ
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

入
場
は
無
料
で
す
が
、
能
登
半
島
地
震
の
被
災

者
の
皆
さ
ん
に
応
援
の
思
い
を
寄
せ
て
ご
寄
附

を
募
り
ま
す
。 

一
人
で
も
多
く
の
方
々
の
ご
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。 

    

一
般
社
団
法
人
今
井
町
大
和
観
光
局
は
、
自

治
会
と
共
催
で
今
井
町
歴
史
講
座
を
過
去
４
回

実
施
し
ま
し
た
。 

 

前
回
は
２
０
２
０
年
３
月
に
開
催
の
準
備
を

進
め
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
が
急
速
に
蔓
延
し

始
め
た
為
に
急
遽
中
止
と
い
う
事
態
に
陥
り
ま

し
た
。
４
年
が
経
過
し
て
ほ
ぼ
コ
ロ
ナ
の
終
息
と

見
な
し
て
前
回
中
止
し
た
「
明
治
天
皇
が
今
井

町
に
宿
泊
」
ー
明
治

１０
年
大
和
行
幸
資
料
を
読

む
ー
と
い
う
演
題
を
復
活
し
て
、
森
本
育
寛
講
師

に
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
２
月

１１
日
（
日
）

午
前

１０
時
～
正
午
今
井
地
区
公
民
館
２
階
講

堂
で
開
催
予
定
で
す
。
開
催
日
は
最
も
寒
い
時

候
で
は
あ
り
ま
す
が
、
奇
し
く
も
建
国
記
念
の
日

（
紀
元
節
）
と
重
な
り
、
又
、
明
治
天
皇
が
１
４

７
年
前
に
今
井
町
に
ご
宿
泊
さ
れ
畝
傍
御
陵

（
初
代 

神
武
天
皇
の
陵
墓
）
に
ご
参
拝
さ
れ
た

日
に
当
た
り
ま
す
。 

 

当
歴
史
講
座
は
、
毎
回
森
本
育
寛
氏
が
講
師

を
務
め
て
く
れ
て
い
ま
す
が
、
過
去
に
は
①
「
今

井
町
の
歴
史
と
文
化
財
（
今
井
町
の
草
創
期
）
」

②
「
今
井
の
鯖
鮓
」
③
「
石
山
合
戦
と
今
井
」
④

「
近
世
大
和
の
綿
関
連
産
業
と
今
井
町
の
発
展
」

の
演
題
で
講
演
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。 

  

今
井
小
学
校
に
待
ち
に
待
っ
た
大
谷
翔
平
選

手
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
グ
ロ
ー
ブ
が
年
明
け
に
届
き

ま
し
た
。 

寄
贈
さ
れ
た
３
つ
の
グ
ロ
ー
ブ
は
先
ず
各
教

室
を
巡
回
し
て
子
供
達
に
身
近
で
見
て
も
ら
っ

た
後
、
休
み
時
間
に
使
っ
た
り
、
今
後
ど
の
よ
う

に
使
え
ば
い
い
か
、
子
供
達
の
意
見
を
聞
い
て
活

用
す
る
よ
う
で
す
。 

 

（２）令和６年２月１日                 い まいは 今                      第 284 号  

能
登
半
島
地
震 

  
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト 

ｉ
ｎ 

今
井 

第
５
回 

今
井
町
歴
史
講
座 

  

「
明
治
天
皇
が
今
井
町
に
ご
宿
泊
」 

  

２
月

１１
日
（
日
）
午
前

１０
時
～
正
午
開
催
予
定 

  

２
月

１１
日
（
日
）
１４
時
～

１６
時 

於
稱
念
寺
本
堂 

野
球
し
よ
う
ぜ
！！ 

  

大
谷
翔
平
選
手
の
グ
ロ
ー
ブ
到
着 

  


